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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）シリコーン又は香料を含む布地ケア活性物質と、
　（ｉｉ）
　　ａ）水溶性エチレン性不飽和モノマー、又は少なくとも１つのカチオン性モノマーと
少なくとも１つの非イオン性モノマーとを含むモノマーのブレンドであって、
　前記カチオン性モノマーは、式（Ｉ）：
【化１】

　（式中、
　Ｒ１は、水素又はメチルから選択され、
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　Ｒ２は、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、
　Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ４アルキレンから選択され、
　Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、それぞれ独立して、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択さ
れ、
　Ｘは、－Ｏ－又は－ＮＨ－から選択され、
　Ｙは、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ハイドロゲンサルフェート、又はメトサルフェートから選択さ
れる）
による化合物であり、
　前記非イオン性モノマーは、式（ＩＩ）：
【化２】

　（式中、
　Ｒ７は、水素又はメチルから選択され、
　Ｒ８は、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、
　Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立して、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、
　　ｂ）成分ａ）の重量に対して０．５ｐｐｍ～５００ｐｐｍの量の少なくとも１つの架
橋剤、及び
　　ｃ）成分ａ）に対して１０００ｐｐｍ超の量の少なくとも１つの連鎖移動剤、
の重合により形成される少なくとも１つのポリマーと、
を含み、
　前記ポリマーが、４％～９％のイオン性回復を有し、前記イオン性回復が、（ｘ－ｙ）
／ｘ　×１００（式中、ｘは標準的な剪断力を適用した後に測定されるイオン性であり、
ｙは、標準的な剪断力を適用する前のポリマーのイオン性である）として計算され、
　前記ポリマーが、１，０００，０００～３，０００，０００ダルトンの数平均分子量（
Ｍｎ）を含み、前記ポリマーが、４，０００，０００～１１，０００，０００ダルトンの
重量平均分子量（Ｍｗ）を含む、布地ケア組成物。
【請求項２】
　前記成分ａ）が、５０～７０重量％のカチオン性モノマーと、３０～５０重量％の非イ
オン性モノマーとを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記架橋剤が、少なくとも３以上のエチレン性不飽和部分を含有する、請求項１又は２
に記載の組成物。
【請求項４】
　前記連鎖移動剤がギ酸である、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記布地ケア組成物が、前記布地ケア組成物の０．０１重量％～０．３重量％のポリマ
ーを含む、請求項１～４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　ｐＨが２～５である、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　１％～４９％の４級アンモニウムを含む布地柔軟仕上げ活性物質を含む、請求項１～６
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　脆破性香料マイクロカプセルを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
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　ポリエチレンイミンを含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記布地ケア組成物の０．５重量％～２重量％の純香料を含む、請求項１～９のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記布地ケア組成物の１重量％～４重量％のシリコーンを含む、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ポリマーが、１，５００，０００～２，５００，００ダルトンの数平均分子量（Ｍ
ｎ）を含み、前記ポリマーが、４，０００，０００～６，０００，００ダルトンの重量平
均分子量（Ｍｗ）を含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物のｐＨが２～５である、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　（ｉ）シリコーン又は香料を含む布地ケア活性物質と、
　（ｉｉ）
　　ａ）水溶性エチレン性不飽和モノマー又は少なくとも１つのカチオン性モノマー及び
少なくとも１つの非イオン性モノマーを含むモノマーのブレンドであって、
　前記カチオン性モノマーは、式（Ｉ）：
【化３】

　（式中、
　Ｒ１は、水素又はメチルから選択され、
　Ｒ２は、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、
　Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ４アルキレンから選択され、
　Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、それぞれ独立して、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択さ
れ、
　Ｘは、－Ｏ－又は－ＮＨ－から選択され、
　Ｙは、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ハイドロゲンサルフェート、又はメトサルフェートから選択さ
れる）
に係る化合物であり、
　前記非イオン性モノマーは、式（ＩＩ）：
【化４】

　（式中、
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　Ｒ７は、水素又はメチルから選択され、
　Ｒ８は、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、
　Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立して、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、
　　ｂ）成分ａ）の重量に対して５ｐｐｍ超の量の少なくとも１つの架橋剤、及び
　　ｃ）成分ａ）に対して１００ｐｐｍ超の量の少なくとも１つの連鎖移動剤、
の重合により形成される少なくとも１つのポリマーと、
を含み、
　前記ポリマーが、４％～９％のイオン性回復を有し、前記イオン性回復が、（ｘ－ｙ）
／ｘ　×１００（式中、ｘは標準的な剪断力を適用した後に測定されるイオン性であり、
ｙは、標準的な剪断力を適用する前のポリマーのイオン性である）として計算され、
　前記ポリマーが、１，０００，０００～３，０００，０００ダルトンの数平均分子量（
Ｍｎ）を含み、前記ポリマーが、４，０００，０００～１１，０００，０００ダルトンの
重量平均分子量（Ｍｗ）を含む、布地ケア組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コポリマーを含む布地ケア組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　布地ケア組成物で使用するためのコポリマーについて記載されている。
【０００３】
　米国特許出願公開第２００６／００９４６３９Ａ１号、国際公開第９０／１２８６２号
。これらポリマーの一部は、粘度調整効果について記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００６／００９４６３９Ａ１号
【特許文献２】国際公開第９０／１２８６２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、粘度効果を付与するだけでなく、布地に対する活性物質の付着も増加させるポ
リマーを同定することが継続的に必要とされている。このような付着助剤の効果は、布地
への付着を強化することにより香料及びシリコーン等の布地ケア活性物質の有効性をより
高め、それにより製剤化コストを抑えることができる。実際、シリコーンは、布地に付与
される「触感効果」を付与するために重要であり、一方、香料は、布地に「新鮮さ」効果
を付与するために重要である。また、布地柔軟仕上げ剤等の多くの布地ケア組成物は、典
型的に、低ｐＨ（例えば、ｐＨ　７未満）で製剤化されるので、これらポリマーを低ｐＨ
で安定化することが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、本発明の１つの態様では、布地ケア活性物質と、ａ）水溶性エチレン性不飽
和モノマー又は少なくとも１つのカチオン性モノマー及び少なくとも１つの非イオン性モ
ノマーを含むモノマーのブレンド（以下「成分ａ）」）、ｂ）成分ａ）の重量に対して０
．５ｐｐｍ超の量の少なくとも１つの架橋剤、並びにｃ）成分ａ）の重量に対して１００
０ｐｐｍ超の量の少なくとも１つの連鎖移動剤の重合により形成される少なくとも１つの
ポリマーとを含む布地ケア組成物を提供することにより前記必要性のうちの１以上を解決
することを試みる。
【０００７】
　本発明の別の態様では、布地ケア組成物は、布地ケア活性物質と、ａ）水溶性エチレン
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ン性モノマーを含むモノマーのブレンド、ｂ）成分ａ）の重量に対して５ｐｐｍ超の量の
少なくとも１つの架橋剤、並びにｃ）成分ａ）の重量に対して１００ｐｐｍ超の量の少な
くとも１つの連鎖移動剤の重合により形成される少なくとも１つのポリマーとを含む。
【０００８】
　１つの実施形態では、ポリマーは、成分ａ）の重量に対して４０ｐｐｍ～７０ｐｐｍ、
あるいは５０ｐｐｍ～６０ｐｐｍ、あるいは５０ｐｐｍ超、あるいは約５５ｐｐｍ、ある
いはこれらの組み合わせの量の少なくとも１つの架橋剤と、ｃ）成分ａ）の重量に対して
１，１００ｐｐｍ～３，５００ｐｐｍ、あるいは１５００～３，２５０ｐｐｍの量の少な
くとも１つの連鎖移動剤とを含む。
【０００９】
　本発明の他の態様は、ポリマーを含む布地ケア組成物を製造する方法、及び前記ポリマ
ーを含む布地ケア組成物で布地を処理する方法を含む。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の１つの態様は、成分ａ）の重量に対して１０００ｐｐｍ超の範囲の連鎖移動剤
（ＣＴＡ）値を有するポリマーを提供することを目的とする。本発明の別の態様は、成分
ａ）の重量に対して５ｐｐｍ超、あるいは４５ｐｐｍ超の架橋剤を有するポリマーを提供
することを目的とする。理論に束縛されるものではないが、このような濃度のＣＴＡ及び
／又は架橋剤を有すると、驚くべきことに、布地ケア製品における望ましくない曳糸性（
stringiness）を最小限に抑えながら、布地ケア組成物において望ましいシリコーン及び
／又は香料の付着を提供するポリマーが得られる。
【００１１】
　ポリマーは、布地ケア組成物に固体の形態で添加してもよく、液体の形態で添加しても
よい。エマルション形態が好ましい。エマルションは、好ましくは、５μｍ未満（あるい
は４μｍ未満、又は３μｍ未満、又は２μｍ未満、又は１μｍ未満）の平均粒径を有する
。粒径は、Ｓｙｍｐａｔｅｃ　ＨＥＬＯＳレーザ回折装置（Ｓｙｍｐａｔｅｃ　ＧｍｂＨ
，Ｇｅｒｍａｎｙ製）を用いて測定することができる。
【００１２】
　ポリマーは、１つの実施形態では、布地ケア組成物の０．００１重量％～１０重量％含
まれる。別の実施形態では、ポリマーは、布地ケア組成物の０．０１重量％～０．３重量
％、あるいは０．０５重量％～０．２５重量％、あるいは０．１重量％～０．２０重量％
、あるいはこれらの組み合わせのポリマーを含む。
【００１３】
　本発明の１つの実施形態では、成分ａ）は、５～９５重量％（重量％）の少なくとも１
つのカチオン性モノマーと５～９５重量％の少なくとも１つの非イオン性モノマーとを含
む。重量百分率は、コポリマーの総重量に対するものである。
【００１４】
　本発明の更に別の実施形態では、成分ａ）は、５０～７０重量％、好ましくは５５～６
５重量％の少なくとも１つのカチオン性モノマーと、３０～５０重量％、好ましくは３５
～４５重量％の少なくとも１つの非イオン性モノマーとを含む。重量百分率は、コポリマ
ーの総重量に対する。
【００１５】
　カチオン性モノマー
　好ましいカチオン性モノマーは、ジアリルジアルキルアンモニウムハロゲン化物又は式
（Ｉ）に係る化合物である：
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【化１】

　（式中、
　Ｒ１は、水素又はメチルから選択され、好ましくは水素であり、
　Ｒ２は、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、好ましくは、Ｒ２は、水素又はメ
チルから選択され、
　Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ４アルキレンから選択され、好ましくはエチレンであり、
　Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、それぞれ独立して、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択さ
れ、好ましくは、Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、メチルであり、
　Ｘは、－Ｏ－又は－ＮＨ－から選択され、好ましくは－Ｏ－であり、
　Ｙは、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ハイドロゲンサルフェート、又はメトサルフェートから選択さ
れ、好ましくはＣｌである）。
【００１６】
　アルキル基は、直鎖であっても分岐鎖であってもよい。アルキル基は、メチル、エチル
、プロピル、ブチル、及びイソプロピルである。
【００１７】
　１つの実施形態では、式（Ｉ）のカチオン性モノマーは、ジメチルアミノエチルアクリ
レートメチルクロリドである。
【００１８】
　非イオン性モノマー
　好ましい非イオン性モノマーは、式（ＩＩ）の化合物である（式中、

【化２】

　Ｒ７は、水素又はメチルから選択され、好ましくは水素であり、
　Ｒ８は、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、好ましくは水素であり、
　Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立して、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルから選択され、好
ましくは、Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立して、水素又はメチルから選択される）。
【００１９】
　１つの実施形態では、非イオン性モノマーはアクリルアミドである。
【００２０】
　架橋剤
　架橋剤ｂ）は、少なくとも２つのエチレン性不飽和部分を含有する。１つの実施形態で
は、架橋剤ｂ）は、少なくとも３以上のエチレン性不飽和部分、好ましくは少なくとも４
以上のエチレン性不飽和部分を含有する。
【００２１】
　好適な架橋剤としては、ジビニルベンゼン、テトラアリルアンモニウムクロリド、アリ
ルアクリレート及びメタクリレート、グリコール及びポリグリコールのジアクリレート及
びジメタクリレート、ブタジエン、１，７－オクタジエン、アリル－アクリルアミド及び
アリル－メタクリルアミド、ビスアクリルアミド酢酸、Ｎ，Ｎ’－メチレン－ビスアクリ
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ルアミド及びポリオールポリアリルエーテル、例えば、ポリアリルサッカロース及びペン
タエリスリトールトリアリルエーテル、並びにこれらの混合物を挙げることができる。１
つの実施形態では、架橋剤は、テトラアリルアンモニウムクロリド、アリル－アクリルア
ミド及びアリル－メタクリルアミド、ビスアクリルアミド酢酸、及びＮ，Ｎ’－メチレン
－ビスアクリルアミド、及びこれらの混合物から選択される。好ましい架橋剤は、テトラ
アリルアンモニウムクロリドである。
【００２２】
　また、架橋剤の混合物を使用することも好適である。
【００２３】
　架橋剤は、（成分ａ）に基づいて）０．５ｐｐｍ～５００ｐｐｍ、あるいは１０ｐｐｍ
～４００ｐｐｍ、より好ましくは２０ｐｐｍ～２００ｐｐｍ、更により好ましくは４０ｐ
ｐｍ～１００ｐｐｍ、更により好ましくは５０ｐｐｍ～８０ｐｐｍの範囲で含まれる。１
つの実施形態では、架橋剤は、（成分ａ）に基づいて）５ｐｐｍ超である。
【００２４】
　連鎖移動剤（ＣＴＡ）
　連鎖移動剤ｃ）は、メルカプタン、リンゴ酸、乳酸、ギ酸、イソプロパノール、及び次
亜リン酸塩、並びにこれらの混合物から選択される。１つの実施形態では、ＣＴＡは、ギ
酸である。
【００２５】
　ＣＴＡは、（成分ａ）に基づいて）１００ｐｐｍ超の範囲で存在する。１つの実施形態
では、ＣＴＡは、（成分ａ）に基づいて）１００ｐｐｍ～１０，０００ｐｐｍ、あるいは
５００ｐｐｍ～４，０００ｐｐｍ、あるいは１，０００ｐｐｍ～３，５００ｐｐｍ、ある
いは１，５００ｐｐｍ～３，０００ｐｐｍ、あるいは１，５００ｐｐｍ～２，５００ｐｐ
ｍ、あるいはこれらの組み合わせである。更に別の実施形態では、ＣＴＡは、（成分ａ）
に基づいて）１０００超である。また、連鎖移動剤の混合物を使用することも好適である
。
【００２６】
　分子量の範囲
　１つの実施形態では、ポリマーは、１，０００，０００ダルトン～３，０００，０００
ダルトン、あるいは１，５００，０００ダルトン～２，５００，０００ダルトンの数平均
分子量（Ｍｎ）を含む。
【００２７】
　別の実施形態では、ポリマーは、４，０００，０００ダルトン～１１，０００，０００
ダルトン、あるいは４，０００，０００ダルトン～６，０００，００ダルトンの重量平均
分子量（Ｍｗ）を含む。
【００２８】
　Ａ．カチオン性ポリマーの合成
　この非限定的な例は、好適なカチオン性ポリマーの調製を示す。水溶性成分の「水相」
は、以下の成分を混合することにより調製される：
　１６７．３１ｇのアクリルアミド又はＮ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、
　２５０．９７ｇのメチルクロリド４級化ジメチルアミノエチルアクリレート、
　０．６４ｇの封鎖剤（sequesterant）、
　０．１４ｇの臭素酸カリウム、及び
　以下の表１ａに従って、対応する量の連鎖移動剤及び架橋剤。
【００２９】
　２０分間窒素ガスにより水相から酸素を除去する。
【００３０】
　連続「油相」は、３７０ｇのＥｘｘｓｏｌ（登録商標）Ｄ１００（脱芳香族化炭化水素
溶媒）（非イオン性乳化剤を含有する）と共に混合することにより調製される。２０分間
窒素ガスにより連続相から酸素を除去する。
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【００３１】
　次いで、モノマー溶液を連続相に添加し、ホモジナイザーで乳化する。エマルションの
温度を２５℃に調整する。０．１４ｇの亜硫酸ナトリウム（２．４％　ｖｏｌ／ｖｏｌ溶
液）を添加することにより混合を開始する。
【００３２】
　発熱反応が完了すると、油中水型エマルションが形成される。
【００３３】
　エマルションポリマーは、約２００ｎｍの平均粒径を有する。
【００３４】
　分子量を測定するのに好適な方法は、流れ場流動分画、Ｅｃｌｉｐｓｅ　２、多重光散
乱検出器Ｄａｗｎ　Ｅｏｓ、及び濃度計Ｒ．Ｉ．Ｏｐｔｉｌａｂ　ＤＳＰ（Ｗｙａｔｔ）
（スペーサ３５０μｌ、注入ポンプ０．２ｍｌ／分、Ｎａｄｉｒ　１０ｋＤ　Ｒｅｇ．Ｃ
ｅｌ．Ｍｅｍｂｒａｎｅ）を用いる。エマルションから粉末としてポリマーを分離し、次
いで、水に再溶解させる（３ｇ／Ｌ）。０．５ＭのＮａＣｌ溶液を用いて、溶液を０．３
ｇ／Ｌに更に希釈した。最後に、５０μＬのサンプルを５μｍのフィルターを通して濾過
した後、ｄｎ／ｄｃ０．１５０ｍＬ／ｇで流れ場流動分画、多角度レーザ光散乱に注入す
る。
【００３５】
　表１は、様々な量の連鎖移動剤を含む布地ケア製品のイオン性回復（ionic regain）、
シリコーンの付着、及び曳糸性を報告する。
【表１】

　１ジメチルアミノ－エチル－アクリレート，メチルクロリド
　２ギ酸は、連鎖移動剤であり、成分ａ）に基づく百万分率（ｐｐｍ）として表される。
　３テトラアリルアンモニウムクロリド、成分ａ）に基づく百万分率（ｐｐｍ）として表
される。　
　４イオン性回復は、（ｘ－ｙ）／ｘ　×１００（式中、ｘは標準的な剪断力を適用した
後に測定されるイオン性であり、ｙは標準的な剪断力を適用する前のイオン性である）と
して計算される。　
　５製品中３％におけるポリジメチルシロキサンの付着。以下の「方法」の部分を参照さ
れたい。　
　６製品中０．２％のポリマーにおける。以下の「方法」の部分を参照されたい。

【表２】

【００３６】
　表１ａ及び１ｂに示す通り、実施例２（２，０００ｐｐｍ（すなわち、１，０００ｐｐ
ｍ超）の濃度の連鎖移動剤と５５ｐｐｍ（すなわち、５ｐｐｍ超）の濃度の架橋剤とを有
する）は、シリコーンの付着の平衡を保ち、曳糸性を軽減する、布地ケア組成物において
好ましいポリマーである。
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【００３７】
　理論に束縛されるものではないが、布地ケア組成物（例えば、布地柔軟仕上げ剤）は、
典型的に、カチオン性活性物質の小胞（例えば、二尾部エステル４級アンモニウム化合物
を含有する小胞）を含有する。これらカチオン性活性物質は、典型的に、小胞形態で分散
する。カチオン性小胞の付着助剤ポリマーへの相互作用は、（少なくとも部分的に）系の
レオロジー、相の安定性、及び曳糸性を決定する。多くの要因が、系のレオロジー、相安
定性、曳糸性に影響を与える。これは、小胞の大きさ、カチオン性付着ポリマーの分子量
（例えば、一般的に分子量が大きいほど、付与される粘度が高い）、カチオン性付着助剤
ポリマーの大きさ（例えば、一般的に多分散性が低いほど、そしてカチオン性小胞に大き
さが近いほど好ましい）、及び利用可能な電荷（例えば、カチオン性付着助剤ポリマーと
小胞との相互作用）が挙げられる。カチオン性付着助剤ポリマーにおける利用可能なカチ
オン性電荷が増加するにつれて、両方の粒子のカチオン性のために小胞との相互作用が減
少し、それにより曳糸性が低下する。
【００３８】
　利用可能な電荷及び分子量が増加すると、疎水性活性物質（例えば、シリコーン）の付
着効率が増加する。理論に束縛されるものではないが、高電荷量が、シリコーンを乳化す
る持ち越し界面活性剤と相互作用し、活性物質を標的表面（例えば、布地）に運ぶ。
【００３９】
　イオン性回復
　本発明の１つの態様は、２５％未満のイオン性回復を有し、好ましくはカチオン性であ
るポリマーを提供する。別の実施形態は、２０％、又は１５％、又は１０％、又は８％未
満のイオン性回復を有するポリマーを含む。あるいは、更に、イオン性回復は、１％～２
０％、又は２％～１５％、又は３％～１０％、又は４％～９％、又はこれらの組み合わせ
である。
【００４０】
　イオン性回復（ＩＲ）は、（ｘ－ｙ）／ｘ　×１００（式中、ｘは標準的な剪断力を適
用した後に測定されるイオン性であり、ｙは標準的な剪断力を適用する前のイオン性であ
る）として計算される。
【００４１】
　これらＩＲ値は、脱イオン水であるポリマーの１％組成物を形成し、これを２時間エー
ジングし、次いで、それを０．１％活性ポリマーに更に希釈することにより最もよく求め
られる。ポリマーのイオン性ｙは、Ｋｏｃｋ－Ｌｉｇｈｔ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ　
Ｌｉｍｉｔｅｄの刊行物４／７７　ＫＬＣＤ－１に記載されている通りコロイド滴定によ
り測定される。（あるいは、ＢＰ　Ｎｏ．１，５７９，００７に記載されている方法を用
いてｙを求めることも可能である。）剪断後のイオン性ｘは、標準的な剪断力に供した後
のイオン性を同技術により測定することにより求められる。
【００４２】
　剪断力は、直径約８ｃｍの、基部に直径約６ｃｍの回転可能な刃を備え、前記刃の一方
の腕部が約４５°上方を向き、他の腕部が約４５°下方を向いている実質的に円筒形のポ
ット内の溶液２００ｍＬに最もよく適用される。刃の厚さは約１ｍｍであり、ポットの基
部において１０分間１６，５００ｐｐｍで回転する。これら条件は、Ｍｏｕｌｉｎｅｘホ
モジナイザーを用いることにより最もよく提供されるが、Ｋｅｎｗｏｏｄ、Ｈａｍｉｌｔ
ｏｎ　Ｂｅａｃｈ、Ｉｏｎａ、若しくはＯｓｔｅｒｉｚｅｒブレンダー等のキッチンブレ
ンダー又はワーリングブレンダーを用いて他の満足のいく条件を提供することもできる。
【００４３】
　実際、剪断力の正確な条件は、比較的重要ではない、その理由は、剪断力の程度が指定
の桁と同じ桁である限り、ＩＲ値は、剪断力の量、例えば、持続時間がかなり大きく変化
しても大きな影響は受けないが、低量の剪断力（例えば、１６，５００ｐｐｍで１分間）
では、ＩＲは剪断力の小さな変化により大きな影響を受けることが見出される。したがっ
て、都合のよいことに、ｘの値は、高速刃を用いて、更なる剪断力がイオン性をほとんど
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又は全く更に変化させない時点で求められる。これは、一般的に、１０分間の剪断を必要
とするが、時に、より長い時間、例えば冷却しながら３０分間以下が望ましい場合もある
。
【００４４】
　規定の剪断力は、ポリマー溶液に適用される剪断力ではなく、その代わり、本発明で用
いることができるポリマーの特性を規定できる分析技術として適用される剪断力であるこ
とを理解すべきである。
【００４５】
　Ｂ．合成方法
　本発明の好適なカチオン性ポリマーの別の非限定的な調製は、以下の通りである。
【００４６】
　水溶性成分の「水相」は、以下の成分を混合することにより調製される：
　０．３部のクエン酸－１－水和物、
　０，２部の五ナトリウムジエチレントリアミン五酢酸の４０％溶液（～ｅｔｒａｌｏｎ
Ｂ～）、
　１７．０部の水、
　０．２部のメチレン－ビス－アクリルアミド、
　０．６３部の次亜リン酸ナトリウム、及び
　８１．６１部のメチルクロリド４級化ジメチルアミノエチルアクリレート。
【００４７】
　「油相」は、以下の成分を混合することにより調製される：
　２．８部のソルビタンモノオレエート、
　２１．４部の高分子安定剤（溶媒中２０％）、
　５１．１部の２－エチルヘキシルココエート、及び
　２４．７部のＥｘｘｓｏｌｍ　Ｄ４０（脱芳香族化炭化水素溶媒）。
【００４８】
　１部の油相に対して１．４部の水相の比で、高剪断下にて２つの相を混合して、油中水
型エマルションを形成する。
【００４９】
　得られた油中水型エマルションを、窒素スパージ管、撹拌棒、及び温度計を備える反応
器に移す。エマルションを窒素でパージして、酸素を除去する。
【００５０】
　メタ重亜硫酸ナトリウム及び三級ブチルヒドロペルオキシドのレドックスカップルを添
加することにより重合させる。
【００５１】
　等温になった後、フリーラジカル反応開始剤（ｖａｚｏｍ　６７）を添加し、エマルシ
ョンを７５分間８５℃で保持する。
【００５２】
　真空蒸留を実施して水及び揮発性溶媒を除去して、ポリマー固形分５０％の最終生成物
を得る。
【００５３】
　この生成物に、（最終生成物の重量に対して）６部の脂肪族アルコールアルコキシレー
ト（ＰＰＧＩ－トリデセス６）を添加する。
【００５４】
　シリコーン
　本発明のポリマーは、製品の望ましくない曳糸性を最小限に抑えながら、シリコーンの
付着を強化する。本発明の１つの態様は、シリコーンを含む布地ケア組成物を提供する。
本明細書で使用するシリコーンという用語は、最も広義において、（本発明の布地ケア組
成物を用いた際）布地に望ましい効果を付与するシリコーン又はシリコーンを含む化合物
を含む。「シリコーン」は、好ましくは、特に明記しない限り、市販されているもの、並
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びに組成物中で乳化及び／又はマイクロエマルション化しているものを含む、乳化及び／
又はマイクロエマルション化シリコーンを指す。
【００５５】
　１つの実施形態では、シリコーンは、ポリジアルキルシリコーン、あるいはポリジメチ
ルシリコーン（ポリジメチルシロキサン又は「ＰＤＭＳ」）、又はこれらの誘導体である
。別の実施形態では、シリコーンは、アミノ官能性シリコーン、アルキルオキシル化シリ
コーン、エトキシル化シリコーン、プロポキシル化シリコーン、エトキシル化／プロポキ
シル化シリコーン、４級シリコーン、又はこれらの組み合わせから選択される。布地ケア
組成物中のシリコーンの濃度としては、布地ケア組成物の約０．０１重量％～約２０重量
％、あるいは約０．１重量％～約１０重量％、あるいは約０．２重量％～約５重量％、あ
るいは約０．４重量％～約３重量％、あるいは約１重量％～約５重量％、あるいは約２重
量％～約３重量％、あるいはこれらの組み合わせを挙げることができる。
【００５６】
　本発明において有用なシリコーンの幾つかの非限定的な例は、ポリジメチルシロキサン
ガム及び流体等の非揮発性シリコーン流体、式［（ＣＨ３）２ＳｉＯ］ｎ（式中、ｎは約
３～約７、好ましくは約５である）の環状シリコーン流体又は式（ＣＨ３）３ＳｉＯ［（
ＣＨ３）２　ＳｉＯ］ｍＳｉ（ＣＨ３）３（式中、ｍは０以上であってよい）を有する直
鎖状シリコーンポリマー流体であり得、シリコーン流体の２５℃における粘度が好ましく
は５×１０－６ｍ／ｓ２（５センチストークス）以下であるような平均値を有する揮発性
シリコーン流体である。
【００５７】
　本発明の組成物において有用であり得るシリコーンのうちの１種は、以下の構造を有す
るポリアルキルシリコーンである：
　Ａ－－（Ｓｉ（Ｒ２）－－Ｏ－－［Ｓｉ（Ｒ２）－－Ｏ－－］ｑ－－Ｓｉ（Ｒ２）－Ａ
　シロキサン鎖（Ｒ）又はシロキサン鎖の末端（Ａ）で置換されるアルキル基は、得られ
るシリコーンが室温で流体のままである限り、任意の構造を有してよい。
【００５８】
　各Ｒ基は、好ましくは、約８未満、好ましくは約６未満の炭素原子を有するアルキル、
ヒドロキシ、又はヒドロキシアルキル基、及びこれらの混合物であり、より好ましくは、
各Ｒ基は、メチル、エチル、プロピル、ヒドロキシ基、及びこれらの混合物である。最も
好ましくは、各Ｒ基はメチルである。アリール、アルキルアリール、及び／又はアリール
アルキル基は、好ましくない。シリコーン鎖の末端をブロックする各Ａ基は、水素、メチ
ル、メトキシ、エトキシ、ヒドロキシ、プロポキシ、及びこれらの混合物であり、好まし
くはメチルである。ｑは、好ましくは約７～約８，０００の整数である。
【００５９】
　シリコーンのうちの１種としては、ポリジメチルシロキサンが挙げられ、好ましくは、
２５℃で約１×１０－５～約１ｍ／ｓ２（約１０～約１０００，０００センチストークス
）の粘度を有するポリジメチルシロキサンである。揮発性シリコーン及び不揮発性ポリジ
メチルシロキサンの混合物もまた好ましい。好ましくは、シリコーンは、疎水性で、刺激
がなく、非毒性であり、その他の点でも布地に適用されたとき又はヒトの皮膚と接触した
ときに有害ではない。更に、シリコーンは、組成物の他の成分と適合し、通常の使用及び
保存条件下で化学的に安定であり、且つ布地に付着することができる。
【００６０】
　他の有用なシリコーン材料としては、以下の式の材料を挙げることができる：
　ＨＯ－－［Ｓｉ（ＣＨ３）２－－Ｏ］ｘ－－｛Ｓｉ（ＯＨ）［（ＣＨ２）３－－ＮＨ－
－（ＣＨ２）２－－ＮＨ２］Ｏ｝ｙ－Ｈ
　（式中、ｘ及びｙは、シリコーンの分子量に依存する整数であり、好ましくは２５℃で
約０．０１ｍ２／ｓ（１０，０００ｃＳｔ）～約０．５ｍ２／ｓ（５００，０００ｃＳｔ
）の粘度を有する）。この物質はまた、「アモジメチコン」としても既知である。多数、
例えば約０．５ミリモル当量を超える数のアミン基を有するシリコーンを使用することが
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できるが、それらは布地の黄変を引き起こす可能性があるため好ましくない。
【００６１】
　同様に、使用できるシリコーン材料は以下の式に相当する：
　（Ｒ１）ａ　Ｇ３－ａ－－Ｓｉ－－（－－ＯＳｉＧ２）ｎ－－（ＯＳｉＧｂ（Ｒ１）２

－ｂ）ｍ－－Ｏ－－ＳｉＧ３－ａ（Ｒ１）ａ

　（式中、Ｇは、水素、ＯＨ、及び／又はＣ１～Ｃ５アルキルからなる群より選択され、
ａは０又は１～３の整数を表し、ｂは０又は１を表し、ｎ＋ｍの合計は１～約２，０００
の数であり、Ｒ１は、式ＣｐＨ２ｐ　Ｌの一価ラジカルであり、式中、ｐは２～４の整数
であり、Ｌは、以下からなる群より選択される：
　ａ）－－Ｎ（Ｒ２）ＣＨ２－－ＣＨ２－－Ｎ（Ｒ２）２、
　ｂ）－－Ｎ（Ｒ２）２、
　ｃ）－－Ｎ＋（Ｒ２）３Ａ－、及び
　ｄ）－－Ｎ＋（Ｒ２）ＣＨ２－－ＣＨ２Ｎ＋Ｈ２　Ａ－

　式中、各Ｒ２は、水素、Ｃ１～Ｃ５飽和炭化水素ラジカルからなる群より選択され、各
Ａ－は、適合性アニオン、例えば、ハロゲン化物イオンを表し、
　Ｒ３－－Ｎ＋（ＣＨ３）２－－Ｚ－－［Ｓｉ（ＣＨ３）２　Ｏ］ｆ－－Ｓｉ（ＣＨ３）

２－－Ｚ－－Ｎ＋（ＣＨ３）２－－Ｒ３．２ＣＨ３　ＣＯＯ－

　式中、
　ａ）ｚ＝－－ＣＨ２－－ＣＨ（ＯＨ）－－ＣＨ２　Ｏ－－ＣＨ２）２－－
　ｂ）Ｒ３は、長鎖アルキル基を表し、
　ｃ）ｆは、少なくとも約２の整数を表す。
【００６２】
　本明細書中の式において、それぞれの定義は個々に適用され、平均が含まれる。
【００６３】
　別のシリコーン材料としては、以下の式のものを挙げることができる：
　（ＣＨ３）３－－Ｓｉ－－［ＯＳｉ（ＣＨ３）２］ｎ－－｛－－Ｏ－－Ｓｉ（ＣＨ３）
［（ＣＨ２）３－－ＮＨ－－（ＣＨ２）２－－ＮＨ２］｝ｍ　ＯＳｉ（ＣＨ３）３

　（式中、ｎ及びｍは上記と同様である）を有する。この種の好ましいシリコーンは、布
地の変色を引き起こさないものである。
【００６４】
　１つの実施形態では、シリコーンは、オルガノシロキサンポリマーである。このような
シリコーンの非限定的な例としては、米国特許第６，８１５，０６９号、同第７，１５３
，９２４号、同第７，３２１，０１９号、及び同第７，４２７，６４８号が挙げられる。
【００６５】
　あるいは、シリコーン材料は、非シリコーン分子の部分又は一部として提供されてもよ
い。このような材料の例は、典型的にブロック及び／又はグラフトコポリマーとして存在
するシリコーン部分を含有するコポリマーである。
【００６６】
　香料
　本発明のポリマーは、製品の望ましくない曳糸性を最小限に抑えながら、香料の付着を
強化する。本発明の１つの態様は、香料を含む布地ケア組成物を提供する。本明細書で使
用するとき、用語「香料」は、後に水性浴及び／又はそれと接触する布地に放出される任
意の発香性材料を示すために用いられる。香料は、ほとんどの場合、周囲温度で液体であ
る。アルデヒド、ケトン、及びエステル等の材料を含む広範囲にわたる化学物質が香料と
して使用するために公知である。より一般的には、様々な化学成分の複雑な混合物を含む
天然起源の植物油及び動物油並びに滲出物が、香料としての使用で知られている。本明細
書における香料は、組成が比較的単純なものであってもよく、又は天然及び合成の化学成
分の高度に洗練された複雑な混合物を含んでもよく、全て任意の所望の香りを提供するよ
うに選択される。香料の例は、例えば、米国特許出願公開第２００５／０２０２９９０　
Ａ１号の段落４７～８１に記載されている。純香料の例は、米国特許第５，５００，１３
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８号、同第５，５００，１５４号、同第６，４９１，７２８号、同第５，５００，１３７
号、及び同第５，７８０，４０４号に開示されている。また、香料固定剤及び／又は香料
キャリア材料が含まれてもよい。米国特許出願公開第２００５／０２０２９９０　Ａ１号
の段落８２～１３９に記載されている。好適な香料送達系、特定の香料送達系の製造方法
、及びこのような香料送達系の使用は、米国特許出願公開第２００７／０２７５８６６　
Ａ１号に開示されている。１つの実施形態では、布地ケア組成物は、布地ケア組成物の０
．０１重量％～５重量％（あるいは０．５重量％～３重量％、又は１重量％～２重量％）
の純香料を含む。
【００６７】
　１つの実施形態では、本発明の組成物は、香料マイクロカプセル（ＰＭＣ）、好ましく
は脆砕性ＰＭＣに封入されている香料油を含む。好適な香料マイクロカプセルとしては、
以下の参照文献に記載されているものを挙げることができる、米国特許出願公開第２００
３－２１６４８８　Ａ１号、同第２００３－１５８３４４　Ａ１号、同第２００３－１６
５６９２　Ａ１号、同第２００４－０７１７４２　Ａ１号、同第２００４－０７１７４６
　Ａ１号、同第２００４－０７２７１９　Ａ１号、同第２００４－０７２７２０　Ａ１号
、欧州特許出願公開第１３９３７０６　Ａ１号、米国特許出願公開第２００３－２０３８
２９　Ａ１号、同第２００３－１９５１３３　Ａ１号、同第２００４－０８７４７７　Ａ
１号、同第２００４－０１０６５３６　Ａ１号、同第２００８－０３０５９８２　Ａ１号
、同第２００９－０２４７４４９　Ａ１号、米国特許第６６４５４７９号、同第６２００
９４９号、同第５１４５８４２号、同第４８８２２２０号、同第４９１７９２０号、同第
４５１４４６１号、同第４，２３４６２７号、同第４０８１３８４号、米国再発行特許第
３２７１３号、米国特許第４２３４６２７号、同第７，１１９，０５７号。別の実施形態
では、香料マイクロカプセルは、脆砕性マイクロカプセルを含む。別の実施形態では、シ
ェルは、アミノプラストコポリマー、特にメラミン－ホルムアルデヒド若しくは尿素－ホ
ルムアルデヒド、又は架橋メラミンホルムアルデヒド等を含む。カプセルは、Ａｐｐｌｅ
ｔｏｎ　Ｐａｐｅｒｓ　Ｉｎｃ．（Ａｐｐｌｅｔｏｎ，Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　ＵＳＡ）か
ら得ることができる。ホルムアルデヒドスカベンジャーを用いてもよい。
【００６８】
　布地柔軟剤活性物質
　液体布地柔軟仕上げ組成物（ＤＯＷＮＹに含有されているもの等）は布地柔軟仕上げ活
性物質を含む。布地柔軟仕上げ剤活性物質の分類の１つとしては、カチオン性界面活性剤
が挙げられる。カチオン性界面活性剤の例としては、４級アンモニウム化合物が挙げられ
る。代表的な４級アンモニウム化合物としては、アルキル化４級アンモニウム化合物、環
状又は環式４級アンモニウム化合物、芳香族４級アンモニウム化合物、ジ４級アンモニウ
ム化合物、アルコキシル化４級アンモニウム化合物、アミドアミン４級アンモニウム化合
物、エステル４級アンモニウム化合物、及びこれらの混合物が挙げられる。（小売りに好
適な）最終布地柔軟仕上げ組成物は、最終組成物の約１重量％～約３０重量％、あるいは
約１０重量％～約２５重量％、あるいは約１５重量％～約２１重量％、あるいは約１重量
％～約５重量％、あるいはこれらの組み合わせの布地柔軟仕上げ剤活性剤を含む。布地柔
軟仕上げ組成物及びその成分は、米国特許出願第２００４／０２０４３３７号で概述され
ている。１つの実施形態では、布地柔軟仕上げ組成物はいわゆるリンス添加組成物である
。このような実施形態では、組成物は、洗浄性界面活性剤を実質的に含まず、あるいはア
ニオン性界面活性剤を実質的に含まない。別の実施形態では、布地柔軟仕上げ組成物のｐ
Ｈは、酸性であり、例えば、ｐＨ　２～５、あるいは２～４、あるいは２～３、あるいは
これらの組み合わせである。更なる別の実施形態では、布地柔軟仕上げ剤活性物質は、Ｄ
ＥＥＤＭＡＣ（例えば、ジタローオイルエタノールエステルジメチルアンモニウムクロリ
ド）である。ＤＥＥＤＭＡＣは、モノ及びジ－脂肪酸エタノールエステルジメチル４級ア
ンモニウムを意味し、モノ及びジ－エステル化合物を形成し、続いてアルキル化剤で４級
化するための、直鎖脂肪酸、メチルエステル、及び／又はトリグリセリド（例えば、タロ
ー、パーム油等の動物性及び／又は植物性の脂肪並びに油）並びにメチルジエタノールア
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ミンの反応生成物である。１つの実施形態では、布地柔軟仕上げ剤活性物質は、脂肪酸部
分の平均鎖長が１６～１８炭素原子であり、遊離脂肪酸について計算されるヨウ素価（Ｉ
Ｖ）がが０～５０、好ましくは１５～２５であるビス－（２－ヒドロキシエチル）－ジメ
チルアンモニウムクロリド脂肪酸エステルである。
【００６９】
　ポリエチレンイミン（ＰＥＩ）
　本発明の１つの態様は、ホモポリマーポリエチレンイミン（「ＰＥＩ」）に基づくポリ
マーアミンと本発明のポリマーとの併用を提供する。ＰＥＩの一般式は、－（ＣＨ２－Ｃ
Ｈ２－ＮＨ）ｎ－（ｎ＝１０～１０５である）である。ホモポリマーＰＥＩは、規定の比
の一級、二級、及び三級アミン官能基を有する分岐球状ポリアミンであってよい。ＰＥＩ
は、エチレンイミンモノマーの重合により作製することができる。本発明のＰＥＩは、完
全に直鎖状のポリマーではなく、一級、二級、及び三級アミンを含む部分的分岐ポリマー
である。
【００７０】
　ＰＥＩは、約３０％～約４０％、あるいは約３２％～約３８％、あるいは約３４％～約
３６％、あるいはこれらの組み合わせの一級アミン率を含み得る。ＰＥＩは、約３０％～
約４０％、あるいは約３２％～約３８％、あるいは約３４％～約３６％、あるいはこれら
の組み合わせの二級アミン率（ＮＭＲ（１３Ｃ））を含み得る。ＰＥＩは、約２５％～約
３５％、あるいは約２７％～約３３％、あるいは約２９％～約３１％、あるいはこれらの
組み合わせの三級アミン率を含み得る。
【００７１】
　ＰＥＩは、光散乱に基づいて、２，０００～１１，０００、あるいは２，５００～８，
０００、あるいは３，０００～７，０００、あるいは４，０００～６，０００、あるいは
これらの組み合わせの分子量範囲（Ｍｗ）を有し得る。
【００７２】
　ＰＥＩは、ｐＨ　４．５で１５～１９、あるいは１６～１８、あるいは約１７、あるい
はこれらの組み合わせの電荷密度（ｍｅｑ／ｇ）を有し得る。
【００７３】
　ＰＥＩは、布地ケア組成物の０．０１重量％～５重量％、あるいは０．０５重量％～１
重量％、あるいは０．１重量％～０．２５重量％、あるいはこれらの組み合わせ含まれ得
る。
【００７４】
　ＰＥＩの例としては、ＢＡＳＦ製のＬＵＰＡＳＯＬ　Ｇ１００シリーズの化合物を挙げ
ることができる。以下の表は、数平均分子量（Ｍｎ）、重量平均分子量（Ｍｗ）、Ｚ平均
分子量（Ｍｚ）、及び多分散指数（ＰＤＩ）を要約する。
【表３】

【００７５】
　布地の処理
　本発明の布地ケア組成物を用いて、用量を洗濯機に投入又は直接布地に塗布（例えば、
噴霧）することにより、布地を処理することができる。布地ケア組成物は、粉末の形態で
あっても液体の形態であってもよい。組成物は、単位用量として洗濯機に投入してもよく
、複数の用量を含有する容器（例えば、分注キャップ）から分注してもよい。単位用量の
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【００７６】
　方法
　（ｉ）シリコーンの付着及び（ｉｉ）布地ケア製品の曳糸性を評価する方法を以下に詳
述する。
【００７７】
　（ｉ）布地に対するシリコーン付着の評価。すすぎサイクル中、１７．５％のビス－（
２－ヒドロキシエチル）－ジメチルアンモニウムクロリド脂肪酸エステル、１％のポリジ
メチルシロキサン、及び０．１％のそれぞれのポリマー（すなわち、実施例１～３）（全
て液体柔軟仕上げ剤組成物の重量に対して）を含有する本発明の液体柔軟仕上げ剤で布地
を処理する。すすぎの完了後、乾燥機で布地を乾燥させ、布地を小片に切断し、布地１ｇ
当たりの付着したシリコーン量を分析する。抽出溶媒を選択する。無極性シリコーンの場
合、抽出溶媒は、トルエン／メチルイソブチルケトン（５０％／／５０％）である。極性
シリコーンの場合、抽出は、メチイソブチルケトン／メタノール／ＡＥ３Ｓ（８４．４５
％／１５．５％／０．０５％）である。付着したシリコーンの量をＩＣＰ／ＭＳにより求
める。
【００７８】
　ｉｉ）布地ケア製品の曳糸性の評価。カチオン性付着助剤ポリマーを水に溶解させ、１
５．３％のビス－（２－ヒドロキシエチル）－ジメチルアンモニウムクロリド脂肪酸エス
テル、及び０．２％のそれぞれのポリマー（すなわち、実施例１～３）（全て液体柔軟仕
上げ剤組成物の重量に対して）を含有する液体柔軟仕上げ剤に添加する。１．０ＮのＨＣ
ｌを用いて各混合物のｐＨを約３．５にする。曳糸性は、Ｃａｐｉｌｌａｒｙ　Ｂｒｅａ
ｋｕｐ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎａｌレオメータ（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎ
ｔｉｆｉｃ　ＨＡＡＫＥ　ＣａＢＥＲ（商標）１）を用いて測定する。製造業者から供給
される必要なソフトウェアを用いて、以下の表の通り機器の設定を調整する。サンプルを
ロードした後、測定を開始し、機器と共に供給されるか又はオンラインで製造業者のウェ
ブサイトから入手可能である詳細なＨＡＡＫＥ　ＣａＢＥＲ　１操作マニュアルに記載の
通り自動的にデータを収集する。データは、分裂までの臨界時間（秒で表される）である
。
【表４】

【実施例】
【００７９】
　以下は本発明の布地ケア組成物の非限定例である。
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【表６】

　ａ　Ｎ，Ｎ－ジ（タローオイルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリ
ド。　
　ｂ　メチル－ビス（タローアミドエチル）－２－ヒドロキシエチルアンモニウムメチル
サルフェート。　
　ｃ　脂肪酸とメチルジエタノールアミンとのモル比１．５：１での反応生成物を塩化メ
チルで４級化して得られる、Ｎ，Ｎ－ビス（ステアロイル－オキシ－エチル）Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアンモニウムクロリドとＮ－（ステアロイル－オキシ－エチル）Ｎ－ヒドロキシエ
チルＮ，Ｎジメチルアンモニウムクロリドとの１：１モル混合物。
　Ｚ　ヨウ素価が４０である脂肪酸とメチル／ジイソプロピルアミンとの、脂肪酸のアミ
ンに対するモル比が約１．８６～２．１である反応生成物であって、硫酸メチルで４級化
された反応生成物。　
　ｄ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈから商品名ＨＹＬＯＮ　ＶＩＩ（登録商標）とし
て入手可能なカチオン性高アミローストウモロコシデンプン。　
　ｅ　Ｃｉｂａから商品名Ｒｈｅｏｖｉｓ　ＣＤＥとして入手可能なカチオン性ポリマー
　ｆ　米国特許第５，５７４，１７９号、第１５段、１～５行目に記載の式（式中、各Ｘ
はメチルであり、各ｎは４０であり、ｕは４であり、各Ｒ１は本質的に１，４－フェニレ
ン部分であり、各Ｒ２は、本質的にエチレン、１，２－プロピレン部分、又はこれらの混
合物である）を有するエチレンオキシドとテレフタレートとのコポリマー。　
　ｇ　Ｗａｃｋｅｒ製のＳＥ３９。　
　ｈ　ジエチレントリアミン五酢酸。　
　ｉ　Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓ　Ｃｏ．から入手可能なＫｏｒａｌｏｎｅ　Ｂ－１１
９、「ＰＰＭ」は、「百万分率」である。　
　ｊ　Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐ．から商品名ＤＣ２３１０として入手可能なシ
リコーン消泡剤。
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　ｌ　ＢＡＳＦから商品名Ｌｕｐａｓｏｌとして入手可能なポリエチレンイミン。　
　ｍ　実施例２のカチオン性アクリレートアクリルアミドコポリマー。　
　ｎ　Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから商品名ＤＣ３４６として入手可能なポリジメチルシロ
キサンエマルション。　
　ｏ　両方ともＡｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ製のＴＷＥＥＮ　２０等の非イオン性界面活性剤、
又はＢｅｒｏｌ　６４８及びＥｔｈｏｑｕａｄ　Ｃ　２５等のカチオン性界面活性剤。　
　ｐ　Ｗａｃｋｅｒ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ，Ｍｕｎｉｃｈ，Ｇｅｒｍａｎｙから市販され
ているヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、及びａ，ｗシリコーンジオール、及
び１，３－プロパンジアミン、Ｎ’－（３－ジメチルアミノ）プロピル）－Ｎ，Ｎ－ジメ
チル－Ｊｅｆｆｃａｔ　Ｚ１３０）又はＮ－（３－ジメチルアミノプロピル）－Ｎ，Ｎジ
イソプロパノールアミン（Ｊｅｆｆｃａｔ　ＺＲ５０）の反応により作製されるオルガノ
シロキサンポリマー縮合物。
【００８０】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記述された正確な数値に厳しく限定されるものと理
解すべきでない。むしろ、特に言及しない限り、そのようなそれぞれの寸法は、記述され
た値と、その値の周辺の機能的に同等の範囲との両方を意味することを意図する。例えば
、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【００８１】
　相互参照されるか又は関連する全ての特許又は特許出願を含む、本願に引用される全て
の文書を、特に除外すること又は限定することを明言しない限りにおいて、その全容にわ
たって本願に援用するものである。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開示又
は特許請求される全ての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、また
、こうした文献が、単独で、あるいは他の全ての参照文献とのあらゆる組み合わせにおい
て、こうした発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するもので
もない。更に、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考として組み込
まれた文書中の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中で用語に
割り当てられる意味又は定義に準拠するものとする。
【００８２】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を添付の特許請求の範囲
で扱うものとする。
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